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物
語
体
の
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
「
誰
が
話
し

て
い
る
の
か
」
と
い
う
問
い
を
め
ぐ
る
研
究
や

論
争
に
以
前
か
ら
個
人
的
に
興
味
が
あ
っ
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
科
の
同
僚
と
共

に
、
今
年
は
「
語
り
の
声
」
を
テ
ー
マ
に
特
集

を
く
む
こ
と
と
し
た
。
文
学
理
論
に
お
け
る

叙
法
と
の
か
か
わ
り
、
話
法
の
言
語
学
的
研

究
、
作
家
の
文
体
を
形
成
す
る
一
要
素
、
朗
読

の
作
用
や
作
詞
法
の
教
育
と
い
っ
た
具
合
に
関

心
の
在
処
は
多
義
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
こ
れ

も
「
声
」
が
語
り
の
異
な
る
問
題
を
包
括
的
に

示
す
タ
ー
ム
で
あ
る
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
と

い
え
よ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
論
考
を
読
ん
で
い
た

だ
け
れ
ば
、
こ
の
特
集
の
趣
旨
が
浮
き
上
が
っ

て
く
る
に
違
い
な
い
と
確
信
し
、
興
味
深
い
論

述
を
寄
稿
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
に
編
集
者
と

し
て
改
め
て
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

　

言
語
文
化
研
究
所
の
二
〇
一
七
年
度
の
活
動

に
つ
い
て
、
こ
こ
で
簡
単
な
紹
介
を
さ
せ
て
い

た
だ
こ
う
。
六
月
二
日
に
は
、
広
島
大
学
名
誉

教
授
伊
藤
詔
子
先
生
を
招
き
、「
オ
バ
マ
大
統

領
ヒ
ロ
シ
マ
声
明
と
二
十
一
世
紀
の
女
性
環
境

作
家
た
ち
」
と
題
さ
れ
た
講
演
会
が
行
わ
れ
、

一
七
日
に
は
、
芸
術
学
科
演
劇
身
体
表
現
コ
ー

ス
開
設
記
念
と
し
て
、
芸
術
学
科
教
授
岡
本
章

先
生
の
演
出
に
よ
る
、
舞
踏
、
能
楽
と
コ
ル
テ

ス
の
戯
曲
を
融
合
し
た
演
劇
が
催
さ
れ
、
い
ず

れ
も
た
い
へ
ん
盛
況
で
あ
っ
た
。
九
月
二
七
日

に
は
、
演
出
を
手
掛
け
る
小
原
花
さ
ん
と
即
興

ピ
ア
ニ
ス
ト
の
榎
政
則
さ
ん
に
よ
る
即
興
朗
読

デ
ュ
オ
『
空
箱
』
が
、
ピ
ア
ノ
の
即
興
演
奏
と

フ
ラ
ン
ス
語
と
日
本
語
が
交
わ
る
声
に
よ
る
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
作
品
が
上
演
さ
れ
た
。
ま
た
、

今
年
の
三
月
八
日
に
は
、
歴
史
と
感
情
の
社
会

学
を
専
門
と
し
、
現
代
の
資
本
主
義
に
お
け
る
、

消
費
と
生
産
の
支
配
に
よ
る
感
情
の
仕
組
み
の

変
容
に
つ
い
て
の
研
究
者
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
国

立
社
会
科
学
高
等
研
究
所
研
究
主
任
エ
ヴ
ァ
・

イ
ル
ー
ズ
先
生
を
迎
え
て
、『
資
本
主
義
と
感

情
』
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
十
二
日
に
は
、
英
文
学
科
の
貞

廣
真
紀
先
生
に
よ
っ
て
、「
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ

ョ
ン
・
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
イ
ン
タ
ー
テ
ク

ス
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
を
め
ぐ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
開
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
今
年
新
規
の
読
書
会
と
し
て
、
フ
ラ

ン
ス
の
若
手
研
究
者
ラ
ウ
ル
・
ド
ル
マ
ズ
ー
ル

氏
に
依
頼
し
て
、
一
年
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ

た
ペ
レ
ッ
ク
研
究
会
に
つ
い
て
触
れ
た
い
。『
物

の
時
代
』
が
出
版
さ
れ
て
五
十
年
経
ち
、
プ
レ

イ
ヤ
ー
ド
版
で
出
版
さ
れ
、
多
く
の
初
期
作
品

や
未
出
版
の
草
稿
が
明
る
み
に
で
た
今
日
だ
が
、

二
十
世
紀
後
半
文
学
の
諸
問
題
の
核
心
に
あ
る

と
認
め
ら
れ
、
フ
ラ
ン
ス
と
他
の
国
の
多
く
の

現
代
作
家
に
と
っ
て
避
け
て
通
れ
な
い
ジ
ョ
ル

ジ
ュ
・
ペ
レ
ッ
ク
の
作
品
を
再
読
し
、
先
駆
者

や
同
時
代
の
作
家
や
思
想
家
に
対
し
て
位
置
づ

け
る
こ
と
を
趣
旨
と
し
た
こ
の
研
究
会
は
、
ペ

レ
ッ
ク
研
究
者
・
翻
訳
者
の
塩
塚
秀
一
郎
先
生
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を
は
じ
め
、
哲
学
、
絵
画
、
音
楽
、
映
画
と
の

か
か
わ
り
に
つ
い
て
多
く
の
ゲ
ス
ト
の
発
表
が

あ
り
、
実
に
実
り
多
い
集
ま
り
と
な
っ
た
。

　

来
年
度
か
ら
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
大
幅
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
る
。
情
報
の
提
供
が
改
善
さ

れ
、
研
究
所
の
利
用
者
の
増
加
に
つ
な
が
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
。
す
で
に
い
く
つ
か
の
講

演
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
企
画
さ
れ
て
い
る
が
、

よ
そ
で
は
な
か
な
か
教
わ
れ
な
い
言
語
講
座
な

ど
、
新
た
な
研
究
会
や
読
書
会
が
開
か
れ
る
機

会
に
な
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。　

　

追
記
・
残
念
な
が
ら
急
病
の
た
め
、
三
月
八

日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
エ
ヴ
ァ
・
イ
ル
ー
ズ
氏

の
講
演
会
は
取
り
や
め
と
な
っ
た
。　

（
ジ
ャ
ッ
ク
・
レ
ヴ
ィ
）




